
ベストプラクティス企業への職場訪問
×

イクボス宣言

シーズン休暇の導入

・2012年のメモリアル休暇のを進化

→ 年次有給休暇の取得（計３日）の増加

・2０２０年に年４日の取得へ増加

ノー残業デーの導入
・毎週木曜日（閑散期）

・社長自ら育児休暇を取得

・イクボス推進同盟企業

くるみんマークの取得
・育児休業、介護休業制度の導入 → 女性の出産育児での退職を防止

・リフレッシュ休暇の導入

→ 全従業員を対象に定休2日＋年次有給休暇3日の取得推進
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２代目システム

「茶管」を導入

・在庫管理を強化したシステムを導入

・バーコードシステムの導入

・ハンディの導入

・Wi-Fiの導入

サマータイム時間の導入

・【通常勤務】

8時始業～17時30分終業

・【サマータイム】

7時始業～16時30分終業
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初代販売管理

システムを導入
・手作業で行っていた仕入茶

のデータ入力化、各種帳票の
電子化

・メモリアル休暇の導入 → 半期に1日 年次有給休暇の取得（計2日）

・男性の育児休暇取得促進 → 2025年度男性取得率100%

・子の看護休暇、介護休暇制度

→ 対象者1人で5日付与、2人以上で10日付与（有給対応）

・短時間正社員制度 → 育児休暇復帰後も安心して働ける職場を目指
し、繁忙期にとらわれず、１年を通じて短時間の働き方の導入

令和７年度 ベストプラクティス企業（※）

・社  名  鹿児島製茶株式会社

・業   種 緑茶再生加工、卸小売販売

・代 表 者  代表取締役 森裕之

・本  社  鹿児島県鹿児島市南栄3-11

・従業員数  131 名

（※）長時間労働削減に向けて積極的に取り組んでいる企業

98日 99日
100日
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108日

労働時間の短縮
・【繁忙期：８時間、閑散期：７時間30分】

→ 年間を通じ７時間40分勤務へ

年間休日120日実現に向けDX化推進中

110日

（※）内容について

は裏面参照

所定休日の増加の推移

私たちは、お客様に喜ばれる商品を提供し続けます。

そのために、

① 従業員が喜んで働ける環境を作り、従業員の能力開発と生活福祉に努め、

従業員一人ひとりの幸せを追求します。

② 株主・取引先をはじめ、すべての協力者との相互繁栄をめざします。

・経営理念

【長時間労働削減に向けた取組内容】

プラチナ

くるみんマークの取得
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事務本部→全社へ拡大

・男性の更なる育児休暇取得推進

・女性のキャリアアップ推進



長 時 間 労 働 削 減 の ス ス メ

ベストプラクティス企業との意見交換

【
局
長
】
新
し
い
「
茶
管
（
ち
ゃ
か
ん
）
」
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
に
当
た
っ
て
、
苦
労
し

た
こ
と
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

【
課
長
】
も
と
も
と
、
在
庫
管
理
を
も
っ
と

効
率
化
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
契
機

に
開
発
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。
当
社
の

従
業
の
中
に
は
、
「
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
用

語
に
抵
抗
が
あ
る
人
も
い
た
た
め
理
解
を

得
る
の
も
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
仕
事
に
楽
し
さ
を
見
出
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
、
業
務
の
考
え
方
に
つ
い
て
従
業

員
と
い
ろ
い
ろ
話
を
し
な
が
ら
導
入
を
進

め
て
い
っ
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

【
社
長
】
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
お
客
様
に
な

に
を
ど
れ
だ
け
売
っ
た
と
い
う
こ
と
を
記

録
す
る
も
の
で
す
。
で
き
る
だ
け
無
駄
を

省
き
、
製
造
か
ら
販
売
ま
で
、
一
気
に
管

理
で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
を

入
れ
込
ん
で
い
き
ま
す
。
現
場
の
従
業
員

は
こ
の
入
力
に
関
し
て
抵
抗
感
が
あ
っ
た

と
思
う
の
で
、
な
る
べ
く
簡
単
な
も
の
に
し

よ
う
と
考
え
て
、
何
年
か
か
け
て
よ
う
や

く
導
入
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。

【
取
締
役
事
務
本
部
長
】
シ
ス
テ
ム
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
全
社
一
体
と
な
っ
て
打

ち
合
わ
せ
を
随
時
行
い
ま
し
た
。

【
局
長
】
導
入
ま
で
に
は
結
構
な
時
間
が

か
か
っ
た
よ
う
で
す
ね
。

【
課
長
】
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム
が
よ
い
か
、
会

社
全
体
で
話
を
し
ま
し
た
。
や
は
り
、
静

（※

）
本
文
中

社
長
＝
森
代
表
取
締
役
、
局
長
＝
永
野

労
働
局
長
、
取
締
役
事
務
本
部
長
＝
岩
松
取
締
役
事
務

本
部
長
、
基
準
部
長
＝
藤
原
労
働
基
準
部
長
、
課
長
＝
米

山
総
務
部
課
長

岡
県
が
お
茶
の
生
産
量
は
多
い
の
で
、
自

ず
と
お
茶
の
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
る
企
業

も
静
岡
県
に
多
く
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今

後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
考
え
れ
ば
、
地
元
鹿

児
島
の
企
業
で
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
、

県
内
の
同
業
他
社
に
も
展
開
で
き
れ
ば
と

い
う
想
い
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
開
発
か
ら

時
間
を
か
け
て
行
い
ま
し
た
。

【
基
準
部
長
】
そ
れ
だ
け
よ
い
も
の
が
で

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
話
は
変
わ
り

ま
す
が
、
人
材
の
確
保
や
採
用
関
係
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。

【
取
締
役
事
務
本
部
長
】
昨
年
と
今
年
も

新
卒
の
学
生
を
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
中
途
採
用
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
社
会
的
に
も
人
手
不
足
の
中
で
厳
し

い
環
境
で
は
あ
り
ま
す
が
、
賃
上
げ
の
実

施
や
、
く
る
み
ん
や
プ
ラ
チ
ナ
く
る
み
ん

の
認
定
取
得
な
ど
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た

働
き
方
改
革
の
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
ま
で
の
積
み
重
ね
が
新
規

採
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま

す
。

【
社
長
】
年
間
休
日
１
２
０
と
い
う
企
業
が

増
え
て
き
て
い
る
の
で
、
少
し
で
も
近
づ

け
る
よ
う
、
さ
ら
に
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
取
締
役
事
務
本
部
長
】
人
材
の
定
着
も

進
ん
で
い
ま
す
。
賃
上
げ
を
２
年
連
続
で

実
施
し
て
お
り
、
賞
与
も
増
額
し
ま
し
た
。

休
み
も
年
々
増
加
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
今

年
か
ら
は
、
新
人
事
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
の
で
、
来
年
以
降
は
自
己
評
価
が
で
き

る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。
や
り

が
い
の
あ
る
職
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

鹿児島労働局では、過重労働解消に向けた機運の醸成を図るため、地域において長時間労働削減に向けて積極的に取り組んでいる企業（ベストプラクティス
企業）を訪問する等により、当該企業の長時間労働削減に向けた取組事例を収集するとともに、広く紹介しています。当日行われた意見交換では、長時間労
働削減の取組みのための新システム導入秘話や、人材確保の取組みなどについてもお話をいただきましたので、その一部をご紹介します。

取組に当たって、「制度を整え、誰もが長く安心して
働き続けられる環境をつくることが課題だと考えま
した」と語る、5代目・森 裕之社長

▼もともと、午後の入札が終わってから作業を開始して
いたため、時間外労働が多く発生していた。システムの
導入により効率化され、入札と同時進行で作業が可能
になり、時間外労働の削減につながった。

【バーコードによる在庫管理について説明を受ける様子】

①販売管理システム～「茶管」システムの導入 ②両立支援への取組み

▼短時間正社員制度や育児休暇制度を活用している従業員からお話
を伺いました。制度があることがもちろんですが、仕事と家庭の両立の
ためには、周囲の理解や協力が重要であり、働きやすい職場であると
お話いただきました。「茶管」システムも従業員に好評を得ていました。

写真左から

岩松取締役事務
本部長、森代表
社員、永野労働
局長、森代表取
締役、藤原労働
基準部長

熱心に質問をする永野労働局長

【ハンディ】

▼これからも、鹿
児島県内の働き
やすい職場の模
範として、更なる
取組みをよろし
くお願いします。
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